
市民意識調査
結果報告（概要）

田川市男女共同参画社会づくりに向けた

本市では、男女共同参画社会づくりに向けて、市民の意識と実態を把握するために、
昨年9月に市民意識調査を実施しました。この調査は、「第3次田川市男女共同参画プラン」の
策定と今後の施策推進に活かすための基礎資料を得ることが目的です。
市内に住んでいる18歳以上の男女2,000人を無作為に選んで対象にしたこの調査では、
432人から回答がありました。主な調査項目の集計結果を紹介します。

次にあげるような分野で、男女の地位は平等になっ
ていると思いますか。あなたの気持ちに最も近いも
のを答えてください。

　　　　   性別役割分担に「反対」（あまり賛成しない、
賛成しない）の回答は男性76.7％、女性84.6％でした。前
回の調査よりも約15～16ポイント増加しており、固定的
性別役割分担意識は減少していると言えます。国や福岡
県と比較しても、本市では「反対」の割合が大幅に高く
なっています。

Point

Point　　　　   「学校教育の場」のみ「平等」が約5割を占め
「男性優遇」を上回っています。それ以外のすべての分
野で「男性優遇」が大半。特に「政治の場」と「社会通念・
慣習・しきたりなど」「社会全体」では「男性優遇」が約7
割弱から7割台半ばと非常に高くなっています。

　　　　   前回の調査に比べて被害経験率が増加して
いる項目もあり、DV防止や被害者の早期発見に向けた
取り組みが急務であると言えます。今回の調査で「なぐ
るふりをしておどす」「何を言っても長時間無視し続け
る」「必要な生活費を渡さない」「交友関係や電話・メー
ルを細かく監視する」「外出を制限する」については、ど
んな場合でも暴力であるとの認識が比較的低いことが
わかりました。

「男は仕事、女は家庭」という固定的な性別役割分担
意識についての考え方をどう思いますか。

あなたはここ5年ぐらいの間に
配偶者から暴力を受けたことがありますか。

一人ひとりの個性や人権を尊重することを学びましょう

■賛成する　■ある程度賛成する　■あまり賛成しない
■賛成しない　■無回答
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25.06.7 31.1 30.5■男性が優遇されている　■どちらかと言えば男性が優遇されている
■平等である　■どちらかと言えば女性が優遇されている
■女性が優遇されている　■わからない　■無回答
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本市においては「男は仕事、女は家庭」という性別役
割分担を容認しない傾向が強まっています。一方
で、女性は男性に比べて不平等を感じているなど、
性別で認識が異なることが明らかになりました。
人々の価値観や生活スタイルが多様化するなかで、
地域のコミュニティを維持していくためにも、男女
共同参画の視点は不可欠です。調査で明らかになっ
た課題や市民のニーズを踏まえたうえで、第3次田
川市男女共同参画プランの策定に取り組みます。

s人権・同和対策課 男女共同参画推進室
　 ☎85-7134

まとめ

これまでの大規模災害時の経験から、男女共同参画
の視点による対策が課題となっています。これから
どのような対策が必要だと思いますか。

「備蓄品について女性や介護者、障がい者の視点を入れ
る」「避難所運営の基準などをつくり女性や子どもが安全
に過ごせるようにする」「女性も男性も防災活動や訓練に
取り組む」が上位3位でした。

Point
※紙面の都合上、すべてを掲載できません。調査結果の詳細は、市ホームペー
ジに掲載しています。

※集計結果の見方：図表中の構成比は小数点第2位を四捨五入しているため、
合計が100％にならない場合があります。また、複数回答を
　求めた質問では、合計が100％を超える場合があります。
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■何度も経験した　■1～2度経験した　■まったくない　■無回答
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Question 2 Question 1

Point　　　　   「一人ひとりの個性や人権を尊重すること
を学ぶこと」が6割台半ばで「働くことの意味や多様な
働き方などについての学習や職場体験を行うこと」が
約5割。「生活指導や進路指導において、性別にかかわ
りなく能力をいかせるよう配慮すること」が4割でした。
子どもたちが互いの人権や個性を尊重し合えるように
なることや、性別に関わらず個性や能力
を活かした進路選択ができるような教
育が求められていることがわかります。

これからの社会で男女共同参画を進めていくために
は、学校教育の場でどのようなことに力を入れたら
よいと思いますか。
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Question 4

■そう思う　■どちらかといえばそう思う　■どちらかといえばそう思わない
■そう思わない　■わからない　■無回答
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女性が生涯を通じて、性や身体のことを自分で決め、
守ることができる権利のことを「リプロダクティブ・ヘ
ルス／ライツ」（「性と生殖に関する健康と権利」）とい
い、女性の人権の重要な一つであると認識されていま
す。あなたの考えに最も近いものを選んでください。

❶ 妊娠や性に関して、配偶者・パートナー、
　 恋人との間で十分話し合うべきである。

❷ 妊娠や性に関して、配偶者・パートナー、恋人と合意で
　 きない場合には、女性の意思が尊重されるべきである。
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　　　　   男女とも「思う」との回答が9割前後に上っ
ていますが「そう思う」だけでみると、女性は約8割であ
る一方、男性は7割にとどまっています。

　　　　   女性は「思う」が8割超である一方、男性は7
割台半ばとやや低い状態です。ただし「そう思う」だけ
でみると、男性は女性より約1割低くなっています。

■そう思う　■どちらかといえばそう思う　■どちらかといえばそう思わない
■そう思わない　■わからない　■無回答

全体

男性

女性

0 20 40 60 80 100%

3.9

0.5 0.5

0.7 0.7

3.5

2.9

0.4 0.4 2.9

76.2 15.5

70.0 4.7 6.018.0

79.3 14.3

Question 5

市内在住の満18歳以上の男女
432人の
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